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はじめに 
 

NAS(Network Attached Storage)は、既存環境に対する変更を加えることなく、大規模ストレージシス

テムを提供するネットワーク接続型ストレージに特化したアプライアンスサーバーです。 

一般的に NAS は導入が容易です。ネットワーク管理や OS に関する広範な知識がなくとも使用すること

ができ、通常管理業務はクライアントからリモートデスクトップ経由で行なうことができます。ユーザー

は NAS をネットワークに接続して電源を投入し、最小限のセットアップ作業を行なうだけで運用を開始す

ることができます。 

 

管理者ガイドは改版される場合があります。以下の Web ページを参照し、表紙の日付とリビジョンを確認

して最新版をダウンロードしてください。 

http://support.express.nec.co.jp/care/user/adminguide.html （2009 年 7 月 16 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要：iStorage NS シリーズは、Microsoft Windows Storage Server 2003 R2 を使用して作成

されたファイルサーバ専用機です。標準の Windows サーバーとは違い、ファイルサーバー以

外でのご利用はできませんのでご注意ください。 

重要 
 

修正モジュールについて 

 

マイクロソフト社が提供するセキュリティパッチでアップデートが可能です。 

各セキュリティパッチの必要性については、お客様にてご判断願います。 

マイクロソフト社の情報では、Microsoft Windows Server 2003 R2(32bit Edition)の情報をご参

考にしてください。 

適用手順につきましては、以下の URL に掲載の情報をご参考にしてください。 

 

http://support.express.nec.co.jp/dload/istorage/nsfs/update.html 

(2009 年 7 月 16 日現在) 

 

ただし、OS のサービスパックやドライバについては、弊社からの差分モジュールが必要になりま

すので、上記 URL に記載の弊社の指示に従ってください。 

http://support.express.nec.co.jp/care/user/adminguide.html�
http://support.express.nec.co.jp/dload/istorage/nsfs/update.html�
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